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1. はじめに 

グループにおける意思決定では，必ずしもメンバー全

員の意見が一致せず，決定事項に対して不満を感じるメ

ンバーが生じることがある．この課題を解決するため，

我々はグループダイナミックスや会話分析の先行研究を

ふまえ，会話を行っているグループの状態を推定し，そ

のグループ状態に応じて，適切な参考情報やアドバイス

を提示するといった介入により，グループにおける意思

決定を支援することを考えた． 

グループダイナミックスの先行研究では，グループは

メンバー間の関係，親密度，構造等の特性によって，特

有の状態や挙動を示すことが明らかになっている[1-6]．

また，会話分析関連の先行研究では，人の発話内容を認

識しテキスト化する音声認識技術[33-34]，発話特徴量か

ら感情を検出する技術や[24-26]，音声認識結果から発話

意図を抽出する技術[35-38]が明らかになっている．これ

らを活用して，会話に参加している複数人の発話を分析

した結果からグループ状態を推定し，そのグループ状態

に応じた意思決定支援につなげたいと考えている． 

例えば，グループにおける意思決定の場面において，

対話エージェントによって，グループ状態に応じた適切

な参考情報やアドバイスを与え，意思決定のための意見

交換に活用してもらうことを想定している．特に意思決

定の場面において，意見の表明ができていないなどとい

った弱い立場にある人に対して，意見を引き出すような

支援を行うことによって，グループ全体の満足度を高め

ることを意図している．先行研究を活用したグループの

意思決定支援方法の概要については 2 章で述べる． 

こういったグループにおける意思決定への支援を，会

話分析を通じて実現するためには，対象となる会話に含

まれる発話を選別して分析することが重要であり，同時

に複数の会話が行われる場合においても，発話群の中か

らそれぞれの会話に含まれる発話を抽出できることが必

要となる．この会話抽出の提案方法については，3 章で述

べる．また，サンプル会話音声を使った予備実験の結果

については，4 章で述べる． 

今後は，この会話抽出によって，会話内の各発話の内

容と特徴量変化を紐づけて分析することにより，グルー

プの状態を推定し，その状態に応じてグループにおける

意思決定を支援する手法を具体化していきたい． 

 

2. 関連研究とその活用 

2.1対象グループ 

本稿では，「グループ」を共通のメンバー意識や目標を

持ち，相互作用や影響を及ぼし合う一緒に活動する個人

の集合体，「メンバー」をグループに属する個人，「話

者」を声を発する個人と定義する．そして，利益拡大や

社会貢献といったような高度な目標を追及する企業内の

タスクグループのような組織ではなく，特に，旅行やレ

ジャーに自動車等で一緒に出かけ，楽しく時間を過ごす

といったような，当該グループ内で決めた緩やかな目標

を持つ 2～10 人程度のメンバーで構成されるグループを対

象とした． 

 

2.2グループダイナミックスとその活用 

グループは，そのメンバー間の関係，親密度，グループ

の構造（例：上下関係を持つ，フラットな関係を持つ），

タスクの種類（例：メンバーが興味のあるタスクかどう

か，全メンバーの協力が必要なタスクかどうか）によっ

て異なる状態や挙動を示し，その状態はメンバー間のや

りとりや外部要因などによって変容を示すことが，グル

ープダイナミックスの先行研究において明らかになって

いる[1-6]．また，グループをその親密度，タスクや社会

的関係性に着目して分類する方法が示されている[1]． 

グループが意思決定を行う際のプロセスにおいても，

同様にメンバーの関係性やグループの構造，タスク等に

よって特有の傾向があることが明らかになっている[7-16]． 

本稿では，このような当該グループにおいて長期的に

築かれたメンバー間の関係，親密度，構造によって分類

されるグループの種類を「グループ種別」と定義する． 

 

2.3グループにおける意思決定への支援 

活動が継続的なグループに対しては，親密度などの対

人関係に考慮して意思決定のプロセスに介入することが

望ましいとされている[15]．そして，意思決定のための情

報は，各メンバーに適切に認識できる形で共有されなけ

れば，参照されない傾向があり[1,5-8]，他のメンバーの意

見については，類似性，熟知性，近似性，報酬性が感じ

られると，その意見に妥当性を感じる傾向があるとされ

ている[3,4,14]． 

本稿では，2.1 で述べたように旅行やレジャーに出かけ

るグループを対象とし，企業が経営に関わる方針を決め

るような高度な意思決定ではなく，これから行く食事場

所や立ち寄り地を，会話を通じて討議して決めるような

意思決定を取り上げる．グループのメンバーがまだ決ま

っていない，あるいは変更の必要が生じている食事場所

等を決める場面で，各メンバーが自分の意見を表明でき
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たかどうか，更にその意見が採択されたかどうかでグル

ープの満足度を測り，複数回の決議の中で，より多くの

メンバーの意見を決議へ反映し，グループの満足度を高

めることを指向する．特に，我々は，討議の中で自分の

意見を表明できていない弱い立場にあるメンバーから，

その意見を引き出すような支援を行うことによって，グ

ループ全体の満足度を高めることを想定している． 

なお，本稿では，「グループ状態」を，グループの会

話での発話の様子や心的状態，特にある時点での様子や

状態と定義する． 

上記のようなグループにおける意思決定への支援を実現

するため，グループダイナミックスでの考え方に基づい

て，会話を行っているグループの種別や状態を推定し，

それらに応じて，適切な参考情報やアドバイスを提示す

る介入により，意思決定を支援する方法を検討した． 

まず，「各メンバー間の関係」，「親密度」，「グルー

プの構造」といった特性による次のような 3 つの種別に分

類した場合，当該グループがいずれの種別にあてはまる

かを自動的に判定する．その種別に応じ対話エージェン

ト等を通じて適切な参考情報やアドバイスを与える．以

下に，主なグループ種別ごとに適用する介入例を，図 1 に

グループ対話への介入イメージを示す． 

 

(1)フラットな関係で親密度が高いグループ（親友同士な

ど） 

このグループ種別では，メンバーは率直な意見交換が

できると想定される．そのため，例えば，対話エージ

ェントが，討議を深めるための参考情報を全員に与え

て，意見交換を活発化させるように仕向けることが想

定される． 

 

(2)上下関係がある親密度が高いグループ（家族など） 

このグループ種別では，年長のメンバーが他の各メン

バーの嗜好を把握している場合がある．そのため，対

話エージェントが年長者に参考情報を与え，その情報

を参考にして，年長者が各メンバーとの間で意見を確

認し合うようなことが想定される． 

 

(3)上下関係がある親密度の低いグループ（職場の上司・

部下など） 

このグループ種別では，年長者がグループの意思決定

を主導し，年少者は率直に意見を表明できない場合が

ある．そのため，グループの中で弱い立場にあるメン

バーや孤立しているメンバーを見つけ出し，そのよう

なメンバーへ参考情報やアドバイスを与え，他のメン

バーに対して自分の意見を表明できるように支援する

ことが想定される（図 1）． 

 

2.4発話分析とその活用 

音声分析技術の先行研究において，グループ対話での同

調傾向，親しさ，対話の盛り上がり等の状況は，音圧レ

ベル（dB），トーン（F0，Hz），ピッチ（F1~F4，Hz），

発話速度（mora/sec），重なりといった発話特徴量に現れ

るとされている[17-23]．これらの発話特徴量は会話状況

だけでなく，会話に参加する各話者の感情を推定するこ

とにも活用され[24-26]，音圧レベル等を使って算出され

るメル周波数ケプストラム係数（Mel-Frequency Cepstrum 

Coefficients）の分析から話者のテンション（緊迫感やスト

レス）が高い状態かどうかを判定できる[26]． 

このような発話特徴量と会話における話者の状態や感情

との関係性を活用して，抽出した発話特徴量の変移を発

話内容と紐づけることによって，会話の進行と共に，各

メンバーの状態がどのように変化しているのかを把握し，

グループ全体の状態を推定する方法を検討した． 

発話分析の前段の処理としては，まず，周囲の雑音や複

数話者の発話が混在する音声信号から雑音を除去し，話

者ごとの発話を分離して抽出（音源分離）することが必

要となる．雑音除去や音源分離の技術では，周波数成分

によって選別する手法や複数マイクを用いたマイクアレ

イによって到来方向別に分離する手法などがあり[27,28]，

また，複数話者の発話の中から各話者の発話をベクトル

量子化に基づくモデルとガウス混合分布モデル（Gaussian 

mixture model: GMM）を利用して識別する話者識別技術も

活用できる[29]． 

そして，音声信号から人が発声した発話区間を検出する

技術では，音声信号の振幅によって検出する基本的な方

法の他，GMM に基づき音声と非音声を分離する手法があ

る[30-32]．これらの技術によって，雑音の除去および音

源（話者）の分離を行い，音声信号から個々の発話を抽

出することが考えられる． 

次に，音声認識技術を活用し，切り出された発話音声か

ら，その発話内容を機械的に書き起こし，テキスト化す

ることが必要となる．[33-34]．この音声認識によりテキ

スト化された発話内容のデータは，この後の処理となる

発話意図抽出に活用することを想定している． 

なお，本稿において，「音声」を音や声の音響信号，

「会話」を複数の話者が発声して行う対話，「発話」を

連続して行われている会話の中で前後の間隔によって区

切られる 1 話者が発声する一つの区間と定義する． 

 

2.5発話群からの会話抽出 

発話を音声認識しテキスト化した発話内容のデータを

元にし，各発話の中の語彙から話者の意図を抽出する技

術は先行研究において明らかにされ，対話システムや対

話エージェントなどに活用されている[35-38]．例えば，

この技術を利用し，「食事場所を探している」，「明日

の天気を知りたい」といったような話者の意図を抽出す

ることができる． 

また，2.3 で示したようにグループにおける意思決定へ

の支援を実現するために，会話を行っているグループの

各メンバー間の関係性を把握してグループ種別を判別す

る．その種別ごとにみられるグループ特徴から当該グル

ープの状態を推定する．その手順としては，まず，1 対 1

のメンバー同士の発話を抽出して，各メンバー間の関係

図 1 グループ対話への介入イメージ 

意見を引き出す
ように支援

メンバーA メンバーB3.  意志決定で
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性を把握し，そして，グループに属する全メンバーの発

話群を抽出して，それらからグループ状態を推定する流

れを考えている． 

このために，参加メンバーや該当する発話を特定して，

会話を切り出し，複数の会話が同時に行われる場合でも，

同一の会話に含まれる発話を正確に特定することが望ま

れる．もし，発話内容に着目せずに，時間等によって機

械的に発話群を切り出すと，異なる会話に含まれる発話

も一緒に切り出され，関係のないメンバーや発話意図ま

でが同一テーマの会話に紐づけられてしまう． 

会話を切り出す際には，前述の発話意図抽出の技術を

活用し，個々の発話での話者の意図を明らかにすると共

に，同一テーマと推定される一連の発話を抽出して，一

つの会話の開始から終了までに含まれる発話を特定する．

（この手法の概要は 3 章に示す） 

そして，この発話意図抽出による手法により明らかに

した発話内容と，2.4 で述べた発話特徴量とを紐づけて分

析し，2.2 で示したグループダイナミックスの考え方を適

用して，グループ種別や状態を推定し，前述したような

意思決定支援につなげる．この手法により，複数の会話

が同時に行われる場合でも，推定された各発話のジャン

ル，話題となっている場所，意図に着目して整理し，い

ずれの発話が同一の会話に含まれるかを正確に特定する

ことができると考える． 

 

3. 提案手法 

2 章で述べた関連研究等をふまえ，グループにおける会

話音声をモニタし，各話者の発話特徴量測定，音声認識，

発話語彙の意図抽出，発話状況集計を行った上で，発話

群の中から一つの会話の中に含まれる発話を抽出する手

法を以下のように考えた．この手法において，会話抽出

に関連するシステム全体の構成を図 2 に，会話に含まれる

発話を抽出するまでの流れを図 3 に示す． 

なお，本提案で対象とするグループは，互いに近接す

る場所において会話を行う 2～10 人程度の小規模なグルー 

音声マイク入力・集音開始

発話特徴量抽出

雑音除去

音源(話者)分離

発話区間検出

音声認識 (テキスト化)

発話間の関係抽出

発話からの意図等抽出

感情検出

会話内の発話抽出

会話のテーマ特定

( 3.3 )

( 3.2 )

( 3.1 )

会話状況データの集計 ( 3.4 )
 
  

図 3 会話内の発話抽出までの流れ 
 

 

プを主に想定し，1 グループが複数のサブグループに分か

れて同時に会話することがあるものとして取り扱う． 

図 2 会話抽出関連のシステム全体構成 
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3.1発話特徴量の抽出 
まず，マイクに入力された音声から雑音を除去する．本

手法を自動車内で会話するグループへ適用することを目

指しているため，発話区間検出や音声認識が適切に実施

できるよう，自動車走行時に発生する雑音を除去する必

要がある．そして，複数の発話が同じタイミングで重な

って発生するような場合でも，個別に発話を分析できる

よう，話者ごとに音声を分離して抽出する． 

次に，話者ごとに分離された音声から発話区間を検出し，

検出した発話区間における速度や音圧レベルといった特徴

量を抽出する．この発話特徴量の変移を分析して，当該話

者の感情を検出し，これらの結果を発話内容と紐づけて分

析する．この後段で，会話の進行と共に，発話の特徴量が

どのように変化しているのかを把握し，各メンバーの状態，

そしてグループ全体の状態を推定する処理につなげる． 

 
3.2発話意図の抽出 

発話区間を検出して抽出された発話音声を音声認識し，

各発話の内容をテキスト化し，発話意図の抽出等を以下

の通り行う． 

 
(1) 音声認識によって得られた各発話のテキストの文字

列を，「ジャンル」（飲食，旅行，音楽，天候等），

「話題となっている場所」（地名，ランドマーク，店

舗・施設名等），「意図」（話題の切り出し，提案，

集約等）の各専用辞書と照合する． 
専用辞書としては，意図を特定するための「話題の切

り出し，提案，質問，肯定，否定，集約」といった場

合に使われる語彙，話題となっている場所を特定する

ための「地名，施設・ランドマーク等」に関する語彙

や，ジャンルを特定するための「飲食，旅行，音楽，

天候等」に関する語彙の辞書を用意している．辞書と

照合する抽出語の例は，表 1 に示す． 

また，発話を，「発話のジャンル G」，「話題となっ

ている場所 P」，「発話の意図 I」と照合した結果は，

次のように示される． 

発話 n(Sx ) = (Gn, Pn, In) 

n：発話 ID=1～k（発話の発生順に発話 IDを付与）， 

Sx：話者（A，B，C … ） 

例えば，話者 A の発話 1 を辞書と照合し，「G:飲食」， 

「P:鎌倉」，「I：話題の切り出し」がマッチした場合， 

発話 1(A) = (“飲食”, ”鎌倉”, ”話題切り出し”) となる． 

 

(2) いずれかの発話の終了から次に発生する発話までの

間隔が一定時間，例えば 1 分を超えている場合は，当

該間隔の前の発話までを一つの発話群とし，更に間隔

の後の発話からは別の発話群として分割する． 

 

(3) (1)で明らかにした各発話の「発話の意図 I」に着目し，

同じジャンルの発話を中心に意図的なつながりを推定

する．例えば，意図が「提案」の発話の後には「肯

定」，「否定」，「質問」の発話が，「質問」の発話

の後には「回答」の発話が発生しやすいという「発話

ターン交代の原則」[39]に基づき，意図的につながっ

ている発話群を推定する． 

ジャンルが不明であった発話については，この意図的 

なつながり推定によってジャンルの推定を行う． 

 

(4) (2)において時間間隔で分割し，更に(3)で明らかにし

た各発話のジャンル，意図に基づいた発話のつながり

を利用し，同一ジャンルの発話群に分ける． 

 

(5) 同一ジャンルの発話群の中で，その発話の「意図 I」

が「話題切り出し」とされる発話を同一テーマ会話の

開始の発話，「意図 I」が「集約」とされる発話を同

一テーマ会話の終了の発話と推定する． 

但し，会話開始の発話と推定した発話の前に，分類さ

れていない同一ジャンルの発話がある場合はそれらの

発話も当該会話と推定し，また会話終了の発話と推定

した発話の後に，分類されていない同一ジャンルの発

話がある場合はそれらも当該会話と推定する． 

切り出された一つの会話は，その会話に含まれる発話

によって，次のように示される． 

会話 m(SA, SB, SC…) = {発話 1(SA), 発話 2(SB) ,発話

3(SC) …} = Tm{(G1, P1, I1), (G2,  P2, I2), (J3, P3,  I3) …} 

m：会話 ID = 1～k（会話の発生順に会話 IDを付与）， 

Tm：単一の会話テーマ， Sx：話者（A，B，C … ） 

例えば，話者 A，B，C のテーマ「飲食」の発話群が

「会話 1」に切り出される場合は，次のように示す． 

会話 1(A, B, C) = T”飲食”{(“飲食”, ”na”, ”話題切り出し”), 

(“飲食”, “鎌倉”, ”提案”), (“飲食”, “na”, ”提案”) …} 

na：not applicable 

 

(6) (5)で同一テーマの会話における開始/終了の発話が推

定できなかった場合は，(4)で同一ジャンルとして切り

出された連続する発話群を同一テーマの会話と推定す

る． 

 

表 1 辞書と照合する抽出語の例 

辞書種類 意図等 抽出語（例） 

意図 話題切り出し ～ようよ 

提案 ～は どぉー 

肯定 いいよ 

否定 ～よりは～ 

質問 ～どうなのかなぁ 

回答 ～は ね～ 

集約 ～するよー 

場所 場所・地名 地名 鎌倉 

地域名 関東 

施設・ランドマーク スカイツリー 

場所に付加さ
れる語 

現在いる場所 ～に入ったね 

これから行く場所 ～は楽しみだね 

過去にいった場所 ～はよかったね 

ジャ
ンル 

飲食 
 

料理 イタリアン 

飲物 コーヒー 

飲食店 レストラン 

天候 
 

天気 晴れ 

寒暖 寒い 

天気予報 明日の天気 

スポーツ 
 

競技 テニス 

スポーツイベント 運動会 

音楽 
 

カラオケ カラオケ 

歌 歌う 
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(7) 発話の中にジャンル等を抽出するのに用いるキーワ

ードが含まれていない場合，前後の時間に発生してい

る発話で，会話の開始/終了として推定される発話の間

に発生している同じ話者の発話は，同じ会話に含まれ

ると見なして，該当発話をいずれかの会話の発話とし

て分類する． 

例えば，「発話 9(A)(“na”, ”鎌倉”, ”na”)」となる場合，

その前に発生している同じ話者の「発話 1(A)(“飲

食 ”, ”na”, ”話題切り出し ”)」を参照して，「発話

9(A)」を「発話 1(A)」と同じ会話に含まれる発話と分

類する． 

 

3.3発話群からの会話抽出 

各発話について意図抽出した結果を集計し，個々の発話

のジャンル，話題となっている場所，意図を明らかにす

ることによって，同一テーマと推定される一連の発話を

選別し，会話を抽出する． 

例えば，表 2 と図 4 に示すように 5 人の話者によって会

話が行われた場合，その発話内容（音声認識したテキス

トデータ）から抽出される語（キーワード）を専門辞書

と照合して得られた意図等を集計し，表 3 と図 5 に示すよ

うに，同一テーマと推定される 3 つの会話（発話群）に分

けて整理する． 

グループの全員が，順次，発話している場合でも，全

員が同じ会話に参加しているとは限らないが，そのよう

な場合でも，推定された「各発話のジャンル」，「話題

となっている場所」，「意図」に着目して整理すれば， 

いずれの発話が同一の会話に含まれるかを特定すること

ができる． 

 

3.4会話状況データの集計 

3.3 で示したように会話に含まれる発話を特定すること

により，会話に含まれる各発話の特徴量データ，音声認

識した発話のテキストデータと発話意図等の変移，当該

話者の感情を紐づけて，会話内のデータを時系列に整理

することができる．図 6 に，会話に含まれる各発話データ

を分析したイメージを示す． 

このように会話抽出し，会話状況データを集計すること

により，会話の進行と共に発話の特徴量や話者の感情等

がどのように変化しているのかを把握し，各メンバーの

状態，グループ全体の状態の推定に活用する．そして，1

章で述べたようにグループ状態に応じたグループの意思

決定支援へつなげることができると考えられる． 

 

4. 予備実験 

提案手法について，その基本的な有効性を確認するため，

2 種類のグループによるテスト会話を利用して，予備実験

を実施した． 

この予備実験では，音声測定システム（発話区間検出，

発話特徴量抽出等の機能を持つ），音声認識サーバ（発

話音声のテキスト化機能を持つ），意図抽出サーバ（発

話意図抽出，会話テーマ特定，会話抽出の機能を持つ）

で構成されるテスト用の測定・分析環境（図 2 のシステム

全体構成において，発話分析までを行う環境）を用意し， 

 

発話
ID 

話
者 

ジャンル 
話題 
の場所 

意図 テーマ等 

1 A 飲食(昼食) － 話題切り出し (会話-1) 
 

テーマ：飲食 

 

場所：鎌倉 

2 B 飲食(料理) 北鎌倉 提案 

3 C 飲食(料理) 由比ヶ浜 否定／提案 

5 A 飲食(料理) 海 肯定 

7 B 飲食(料理) － 肯定 

9 A － 由比ヶ浜 集約 

4 D 天候 － 質問   (会話-2)  

テーマ：天候 

(天候⊃スポーツ) 

6 E 天候 － － 

8 D ｽﾎﾟｰﾂ(運動会) － 肯定 

10 A 音楽(ｶﾗｵｹ) － 話題切り出

し，提案 

  (会話-3) 

テーマ：音楽 

11 B 音楽(歌) － 肯定 

図 4 収集した発話群の発生イメージ 
 

表 2 収集した発話群の例 

時刻 発話 
ID 

話
者 

発話内容(テキスト) 

12:00:00 1 A 昼食場所をどこにするか，決めようよ． 
12:00:06 2 B 北鎌倉のイタリアンはどぉー． 
12:00:10 3 C イタリアンよりは，由比ヶ浜海岸沿いの海

鮮料理がいいなぁ． 
12:00:12 4 D 明日の天気はどうかなぁ． 
12:00:17 5 A そうだね．海の近くにだから，魚がいいね． 
12:00:19 6 E 明日は晴れるって，天気予報がでているよ． 
12:00:25 7 B わかった．じゃあ，海鮮料理でいいよ．  
12:00:27 8 D それはいい．明日の運動会は心配ないね． 
12:00:30 9 A じゃー，由比ヶ浜へ向って出発するよー． 
12:00:40 10 A ところで，今晩，カラオケに行かないかい? 
12:00:45 11 B それいいね，久しぶりに歌ってみたいね． 

 
時間 (sec) →

話者E

話者A

話者B

発話-1

発話-2

話者C

話者D

話者A

話者B

話者D

話者A 話者A

話者B

発話-3

発話-5

発話-4

発話-6

発話-7

発話-8

発話-9 発話-10

発話-11

発話(1-11)
を発生順に記録

話者A

話者B

話者C

会話-1

時間 (sec) →

話者D

話者E

会話-2

会話-3

発話-1

発話-2

発話-3

発話-5

発話-4

発話-6

発話-7

発話-8

発話-9 発話-10

発話-11

会話(1-3)ごとに
発話(1-11)
を整理

表 3 発話群からの会話抽出例 

図 5 発話群からの会話抽出イメージ 
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30 歳台から 50 歳台の 3 人の男性で構成されるグループ

（グループ-1）と，20 歳台から 30 歳台の 2 人の男性で構

成されるグループ（グループ-2）によって，テスト会話を

同時に行い，その音声を測定・分析した． 

なお，提案手法は前述のとおり，自動車等で移動するグ

ループへの適用を検討しているが，現段階では車内雑音

を充分に抑制するシステムの実装に至っていないため，

本予備実験は雑音条件が緩やかな会議室内の環境で実施

した． 

テスト会話は，グループ-1 がスポーツイベント（テーマ

-1），東京観光（テーマ-2）について，グループ-2 が納涼

大会（テーマ-3），宴会の余興（テーマ-4）について，各

テーマ約 5 分間，それぞれ連続して行った．会議室内で実

施し，長テーブル席の左側に 3 人のグループが，右側に別

の 2 人のグループが座った． 

マイクは，振動などによる雑音を除去する低周波フィル

ター内蔵の指向性マイクを，5 人の前に配置した． 

 

 

 

雑音除去の機能は，マイクの内蔵フィルターを利用し，

音源分離は指向性マイクを各話者の近傍に配置すること

によって実現し，5 人の話者ごと各発話音声を収録した． 

予備実験を実施し得られた結果は表 4 に示す通りで，ま

た，実施結果からの考察は次の(1)～(4)の通りとなる． 

なお，「発話区間検出」は実際の発話区間を漏れなく検

出できた発話数，「音声認識」は意図等の抽出対象語を

正確に認識できた発話数，「意図等の抽出」は検出した

発話において意図等を抽出できた発話数，「会話内発話

抽出」は提案手法によって会話内の発話として抽出でき

た発話数，「開始/終了発話」は会話における話題の切り

出し・集約の発話の抽出可否によって，それぞれの結果

を集計した． 

(1) 本予備実験は会議室内の雑音等の影響が比較的少な

い環境で実施したため，入力された音声については， 

グル
ープ 

会話 

テーマ 

発話区間検出 

検出数（検出率） 

対象語音声認識 

認識数（認識率） 

発話意図等抽出 

抽出数（抽出率） 

会話内発話抽出 

抽出数（抽出率） 

開始発話 

抽出可否 

終了発話 

抽出可否 

1 1 69/74 (93.3%) 19/29 (65.5%) 19/69 (27.5%) 69/69 (100.0%) OK OK 

2 65/70 (93.2%) 20/25 (80.0%) 20/65 (30.8%) 65/65 (100.0%) OK OK 

2 1 45/47 (95.7%) 18/21 (85.7%) 18/45 (40.0%) 45/45 (100.0%) OK OK 

2 61/65 (93.8%) 21/25 (84.0%) 21/61 (34.4%) 61/61 (100.0%) OK NG 

図 6 会話内発話の分析イメージ 

表 4 予備実験の結果 

 

話者A
発話2回
推定話者：父
1) ﾚﾍﾞﾙ:-20dB
6mora/sec
ﾄｰﾝ:45Hz
ﾋﾟｯﾁ:42Hz...

話者B
発話2回
推定話者：母
1) ﾚﾍﾞﾙ:-22dB
5mora/sec
ﾄｰﾝ:42Hz
ﾋﾟｯﾁ:40Hz...

話者C
発話2回
推定話者：息子・明
1) ﾚﾍﾞﾙ:-24dB
5mora/sec
ﾄｰﾝ:45Hz
ﾋﾟｯﾁ:42Hz...

全音声
参加話者 3名
発話6回
平均間隔:0.5sec
重なり:1回 2.0sec
平均ﾄｰﾝ:43Hz
平均ﾋﾟｯﾁ:40hz
平均ﾚﾍﾞﾙ:-22dB...

発話なし区間：発話間隔 “＋” 発話重なり区間：発話間隔 “ー”

対話テーマの発端と関係のある発話

つながりのある発話

推定会話テーマ：鎌倉での昼食

＜話題の切り出し＞ ＜肯定＆疑問＞

＜否定＆提案＞ ＜返答＞

もうすぐ鎌倉に着くね。お昼どこにする。

北鎌倉のイタリアンどうかな。お父さん
＜提案＞

＜同意、肯定＞

イタリアンよりも、せっかく湘南に来たんだから、海鮮料理の方
がいいよー。由比ヶ浜の海岸沿いに○○って、店があるから。

お父さん、大丈夫。あの
店は回転が速いから。

そっちの方がいいね。明

明、それいいね。だけど混んでないかなー

発話特徴量から歓喜の感情を検出
…「満足度が高まっている」と推定

時間 (sec) →
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適切に雑音除去及び音源分離がされ，おおむね発話区

間を適切に検出することができた．（発話区間検出

率:93～95%） 

雑音除去及び音源（話者）分離については，今後想定

している雑音状況がより劣悪となる自動車内での会話

にも適用できるように，当該機能を向上させることと

する． 

 

(2) 意図等を抽出するための語（キーワード）の音声認

識率は 65~85%で，音声認識率としては許容できる範

囲と考えられる． 

しかし，発話区間検出後に音声認識サーバへ音声ファ

イルを送信して，音声認識（テキスト化）を実施する

手順となっていたため，当該発話終了後，音声認識結

果を取得するまでに，当該発話時間分の遅延が発生し

ていた． 

今後は，音声ストリームを速やかに音声認識サーバへ

送信して処理する手順を実現し，リアルタイムでの会

話への介入に活用できるように，遅延を改善すること

とする． 

 

(3) 意図等を抽出できた発話は，検出した発話の 27～

40%にとどまった．また，開始を判定する語は 4 つの

会話すべてで抽出できたが，会話の終了を判定する語

は 1 つの会話で抽出できなかった． 

これらは，意図等を抽出するためのキーワードが含ま

れていない発話があるためによるものである． 

しかし，時系列な発話の流れを考慮し，意図抽出でき

た発話を元に意図未抽出の発話を分析することによっ

て，結果的には全ての発話を会話ごとに分離すること

ができた．  

今後は，発話意図等の抽出数を増やすために，抽出用

の語をより多く，専用辞書に登録し，幅広い種類の会

話で，より正確に発話を分離できるよう，手法の改善

を検討していくこととする． 

 

(4) 会話に含まれると特定した発話について，発話特徴

量と発話意図等を紐づけて，会話内の発話データを集

計できることが確認できた． 

これにより，例えば，会話の中で，反発が生じた時や，

意思決定事項が集約された時のような特定のタイミン

グの発話特徴量変化を抽出し，発話を利用したグルー

プ状態推定や，その状態に応じたグループにおける意

思決定支援への見通しが得られた．今後は，上記

(1)~(3)における課題を解決すると共に，意思決定支援

の手法を具体化していくこととする． 

 

5. まとめ 

我々は，グループダイナミックスや会話分析の先行研

究をふまえて，グループの状態に応じて，適切な参考情

報やアドバイスを提示するといった介入によって，グル

ープにおける意思決定を支援することを目指しているが，

これを実現する上で重要な要素となっている会話抽出に

ついて検討し，その方法をまとめた． 

 

提案方法について，テスト会話音声による予備実験を

実施した結果，同時に複数の会話が行われる場合におい

ても，発話群の音声の中から，発話を会話単位に分離し，

単一の会話に含まれる発話を抽出する実現性が認められ

た． 

但し，発話の音声認識（テキスト化）の結果取得が遅

延しているため，処理手順変更によって遅延を解消し，

意図等が抽出できている発話が少ないことから，より多

く抽出できるように，抽出するためのキーワードの専用

辞書への登録を増やす必要があることが明らかになった． 

また，同一テーマの会話開始時と終了時の発話を特定

することが重要となるので，当該発話を確実に特定する

手法等も併せて検討し，判定方法の見直しなどの対策に

より，全般的な対策を図る． 

更に，本稿で示した会話抽出方法を活用して，会話内の

各発話の内容と特徴量変化を紐づけて分析することによ

り，グループの状態推定や，その状態に応じたグループ

における意思決定への支援を想定しているが，今後は，

その意思決定を支援する手法を具体化すると共に，フィ

ールドでの検証を予定する． 
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